
舗装と社会の関わり【Social interaction】
－ 舗装が目指すべき未来 －

日 時

場 所

主催 ： 一般社団法人 日本道路建設業協会
　　　SURF2026 実行委員会

2026年11月9日（月）
12：45～16：30

コングレスクエア羽田　ホール
大田区羽田空港一丁目 1 番 4 号
羽田イノベーションシティ ゾーン J

第24 回 道路技術シンポジウム
特別講演／座談会

本シンポジウムは SURF2026（第10回路面性状に関する
国際シンポジウム）のプレセッションとして開催されます。
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12:45～12:55　日本道路建設業協会　会長挨拶
12:55～13:15　来賓挨拶
Margo BRIESSINCK氏　PIARC技術委員会4.1「舗装」委員長
13:15～14:00　特別講演「舗装と社会の関わり【Social 
interaction】（仮）」
講師： 亀山 修一氏　北海道科学大学 工学部 都市環境学科 教授
14:20～16:30　パネルディスカッション「舗装が目指すべき未来
（仮）」
座長： 渡邉 一弘氏　土木研究所 道路技術研究グループ 上席研究員
　　　　　　　（パネリスト）
　　　　　　　　中屋 正浩氏　国土交通省 道路局 国道技術課 道路
メンテナンス室長
　　　　　　　　浅田 拓海氏　室蘭工業大学大学院もの創造系領
域土木工学ユニット准教授
　　　　　　　　熊田 一彦氏　高速道路総合研究所 道路研究部 舗
装研究担当部長
　　　　　　　　永塚 竜也氏　日本道路協会「舗装未来検討会」 
委員　
　　　　　　　　東本　崇 氏　日本道路建設業協会 技術委員会 委
員




